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アクティブ・ラーニングへの懐疑
──学問の新自由主義化に抗するために──





次の 2 点を指摘できる。第 1 に，「主体」であるとは権力に服従することである。第 2 に，ここ
での「社会」は新自由主義という時代状況を前提としたものにほかならない。だとすれば，アク
ティブ・ラーニングは新自由主義体制に適合的な主体を形成するものといえる。そのうえで本稿























その後 2016 年 12 月には，初等中等教育を対象とした答申において，「形式的に対話型を取り
入れた授業や特定の指導の型」ではなく，「日々の授業を改善していくための視点」としてアク









プ」等の「学士力」が称賛される現状では（中央教育審議会 2008 : 12-3），社会への批判を含ん
だラディカルな思考よりも，既存の人間関係への順応が要求されがちである。この点，教授技法
の工夫も研究されているが（溝上 2014 : 第 4 章），議論すべきは，教育実践の技術的な問題のみ
ではない。そもそも中教審は，「学術研究」「研究力」の重要性を述べつつも，全体的には「産業
界」の要請をふまえ，学生に「汎用的能力」の獲得を求めている（中央教育審議会 2012 : 10-3）。
さらに，大学教員には，学生の知的能力に加えて「人間的能力」を「開花」させる責任があると
まで断言する（中央教育審議会 2012 : 16）1）。そこには，「グローバル化や情報化の進展」「日本
型雇用環境の変容」「産業構造の変化」等に対応した「改革」が必要だという認識がある（中央
教育審議会 2012 : 1-3）。
かかる傾向は，教育の国家主義化や，国家による学問の統制とともに（大内 2020），近年の教



























もたらす（Brown 2015＝2017 : 208-10）。高等教養教育に担われてきた「ラディカルな民主主義
の知識，人間の完成，自由，政治支配といったものの理想」が，「実用性」「市場価値」にとって
















わち「生の被傷性」を否認するが（Butler 2004＝2007 : 4-5），新自由主義はその否認を徹底化す





















２）小針誠も，アクティブ・ラーニングと新自由主義との親和性を指摘する（小針 2018 : 216-8）。また，ア
クティブ・ラーニングが推奨される際，「雇用される能力 employability」なる語が頻繁に用いられるが，
ナンシー・フレイザーによれば，「ポストフォーディズム的な統治性」は，「主体」に「自らの人的資本を
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